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令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

2年 14人 必修 2 後期

実務経験のある

教員等による指導
全15回，30時間

時

間
評価の観点

1 1

2 1

4 2

5 ディープラーニング 2

6 2

準備

15

認定

評価のポイント

　　平常点 80%

ディープラーニングのアルゴ

リズム

ニューラルネットワークの計算を体験

(ニューラルワークの構造，推論の仕組

みの原理的なものを解説)

47

担当教官作成マニュアル

KAIBERで学習，推論を

体験

実際にAI (数字認識，犬猫認識）を

体験させる。

機械学習の基本について説明する。

ディープラーニングのきほんについて説明

する。

機械学習のアルゴリズム

担当者評価

合計

授業態度

　　提出物 20% 小テスト、課題

　　考　査 なし

成績評

価基準

評価方法

60点以上 目標合格率 100%

割合（％）

教科書

参考書

RNN 自然言語処理について解説する。

回帰分析を体験およびその仕組みにつ

いて理解させる。

到達目

標

「ビジネスシーンの中で，AIを活用で

きる力を養う」ことを目標とする。

機械学習

AI概論 3

AIとは何か? についてその概要を詳説

する。　AIの歴史および活用についても

説明する。

3

留意事

項
特になし

CNN
画像認識の構造を，畳み込みおよび

プーリングについて解説する。

特になし

電気システム科 講義

授

業

の

概

要

AIとは何か，何ができるのかをまず理

解し，AIの構造・仕組みである機械

学習および　ディープラーニングを学

び，理解する。

　

AIの全体像を把握し，いろいろな産

業における活用事例を理解する。

授業項目 達成目標（修得すべき内容）

AIと機械学習，ディープ

ラーニング入門

AIとは何か? についてその概要を説明

する。

実務経験の有無 : 有
情報先端企業に30有余年勤務し、数理科学の利用技術開発・アーキテクチャへの応用等の

スキルを活かし、物理学、数学、AI教育の指導を実施。

科目名 担当者

AI入門 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態



令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

2 14名 必須 4 前期・後期

実務経験のある

教員等による指導
全30回，60時間

時間

配分
評価の観点

1 1

準

備

留

意

事

項

6 ・　まとめ 30

4

授

業

の

概

要

参

考

書

・　特になし．

評価方法成

績

評

価

基

準

　　考　査　　年4回実施の定期試験成績

5

3

・  電気技術者に必要な制御技術の

　　なかの1つとしてのシーケンス制御を，

　　その基礎から学ぶ。

・　シーケンス制御にて使用する機器，

　　プログラム，回路の理解を通して制御の

　　持つ意味と役割を実感させ，

　　理解させる。

担当者評価

・　特になし．

・　特になし．

・　『やさしい リレーとシーケンサ』

　　改訂3版，オーム社，2018年

・　担当教官作成テキスト

教

科

書

70% ・　前期中間・期末試験，後期中間・期末試験成績

総合評価60点以上を単位取得と認定する．

18

19

20

21

22

23

24

・　シーケンス制御回路を理解でき，また，

　　書くことができるようになる。

・　現実に使用されている事例，機器を

　　説明できる。

到

達

目

標

2

3

4

5

6

7

8

達成目標

（修得すべき内容）

・　講義概要の理解

・　仕組みの理解

・　論理的な思考

・　真面目な学習態度

・　前後期のまとめ

・　命令の理解と実践

　　- LD, LDI, OUT,

      END, AND, ANI,

      OR, ORI, 等々

・　タイマ回路

・　カウンタ回路

・　シーケンサの機器と

　　構成

・　プログラム

・　設計作業の流れ

・　各種入力機器

・　周辺機器と入出力の

　　接続

・　シーケンサの応用回路

25

26

27

28

29

科目名 担当者

シーケンス制御 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態

電気システム科 講義

・　年間授業計画・目的の説明

2

授業計画

授業項目

・　シーケンス制御の基礎 および

　　リレーシーケンス

・　シーケンス制御とは

・　制御方式

・　リレーの基礎

・　論理回路

・　自己保持回路とインタ

　　ロック回路

・　電動機の制御

情報先端企業に30有余年勤務し，コンピュータの制御技術等のスキルを活か

し，シーケンス制御の基礎とその応用事例の指導を実施。

認

定
80点～100点: A，70点～79点: B，60点～69点: C (A～C: 合格)，59点以下: D (不合格)

目標合格率 100%

　　平常点　　出席点 40% ・　出席の回数，積極的な受講態度

割合（％） 評価のポイント

・　シーケンサの命令と基本回路

・　シーケンサの基礎知識

9

10

11

12

13

14

15

16

17

実務経験の有無 : 有



令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

2 14名 必須 2 前期

実務経験のある

教員等による指導
全15回，30時間

時間

配分
評価の観点

1 1

準

備

留

意

事

項

40% ・　前期中間・期末試験成績

・　我が国の経済的・財政的・

　　社会的環境

・　ビジネス活動を理解する。

・まとめ 15

割合（％） 評価のポイント

・　国の財政の基礎

・　国内総生産と諸外国

　　との位置づけの理解

・　金融制度と日銀・

　　市中銀との関係、

　　信用創造の仕組みを

　　理解する。

・　会社の仕組み

・　ビジネスの基本的

　　考え方

・　経営戦略とは何か。

・　マーケティングとは何か。

・　ビジネスマネジメント

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

30% ・　出席の回数，積極的な受講態度

電気システム科 講義

・　年間授業計画・目的の説明

2

授業計画

授業項目

情報先端企業に30有余年勤務し，経済学・経営学・顧客対応等のスキルを

活かし，ビジネス教育の基礎とその応用事例の指導を実施。

達成目標

（修得すべき内容）

・　講義概要の理解

・　仕組みの理解

・　論理的な思考

・　ノートをとっているか

・　真面目な学習態度

3

・後期のまとめ

科目名 担当者

ビジネス基礎 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態

実務経験の有無 : 有

担当者評価

・　特になし．

5

・　特になし．

・　担当教官作成テキスト

教

科

書

30% ・　タイムリーな提出，内容

総合評価60点以上を単位取得と認定する．

　　考　査　　前期2回実施の定期試験成績

参

考

書

80点～100点: A，70点～79点: B，60点～69点: C (A～C: 合格)，59点以下: D (不合格)

目標合格率 100%

・　特になし．

評価方法成

績

評

価

基

準

認

定

・  社会人として必要な我が国の環境、

　　特に、現在の経済的・財政的および

　　社会的環境を学ぶ。

・　企業がビジネス活動を行う上で重要な

　　企業理念・戦略を学ぶ。

・　企業活動としてのマーケティングを理論と

　　活動の両面から具体的に学ぶ。

到

達

目

標

授

業

の

概

要

4

　　提出物　　担当教官指示のレポート

・　社会人としてビジネス環境を理解する

　　ことができる。

・　会社の基本的数字およびその意味する

　　ところを理解することができる。

　　平常点　　出席点



令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

2 14名 必須 4 前期・後期

実務経験のある

教員等による指導
全30回，60時間

時間

配分
評価の観点

1 1

準

備

留

意

事

項

6 ・　まとめ 30

4

授

業

の

概

要

参

考

書

・　特になし．

評価方法成

績

評

価

基

準

　　提出物　　担当教官指示のレポート

5

3

・  電気技術者に必要なコンピュータ利用の

基礎としてのエクセルを，その基礎から学ぶ。

・　エクセルの基本的な関数のその意味と使

用法を学ぶ。

・　エクセルのグラフ作成機能を理解させ、

グラフを作成させる。

・　エクセルを活用し、基本的な分析 (平

均、標準偏差、相関分析等) を説明し、

理解させる。

担当者評価

・　特になし．

・　特になし．

・　『30時間でマスター　Exce2019』

実教出版，2019年

・　担当教官作成テキスト

教

科

書

30% ・　タイムリーな提出，内容

総合評価60点以上を単位取得と認定する．

14

15

16

17

18

　　考　査　　年4回実施の定期試験成績

・　エクセルの基本的な関数を使用することが

できる。

・　エクセルのグラフ作成機能を理解し、

グラフを作成することができるようになる。

・　エクセルを活用し、基本的な分析 (平

均、標準偏差、相関分析等) が理解できる

ようになる。

到

達

目

標

2

3

4

達成目標

（修得すべき内容）

・　講義概要の理解

・　仕組みの理解

・　論理的な思考

・　パソコンを活用してい

るか

・　真面目な学習態度

・　前後期のまとめ

・　棒グラフ

・　円グラフ

・　折れ線グラフ

・  等

・　行・列の削除、挿入、

　　移動、編集

・　簡単な関数使用

　　(sum, average)

・　相対参照と絶対参照

・　表示形式の変更

・　文字属性の変更

・　最大・最小・個数・

　　条件・四捨五入

・　条件判定関数

・　LOOKUP関数

　(vlookup, hlookup)

・　データベース関数

・　等々

・　関数の活用

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

科目名 担当者

プログラミング演習Ⅱ 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態

電気システム科 講義

・　年間授業計画・目的の説明

2

授業計画

授業項目

・　Excel の基礎知識

・　Excel の概要

・　データの入力

・　データの自動入力

　　(オートフィル機能)

・　簡単なグラフの作成と

　　印刷

情報先端企業に30有余年勤務し，EXCELの利用技術開発・導入支援等

のスキルを活かし，EXCELの基礎とその応用事例の指導を実施。

認

定
80点～100点: A，70点～79点: B，60点～69点: C (A～C: 合格)，59点以下: D (不合格)

目標合格率 100%

　　平常点　　出席点 40% ・　出席の回数，積極的な受講態度

30% ・　前期中間・期末試験，後期中間・期末試験成績

割合（％） 評価のポイント

・　グラフの作成

・　ワークシートの活用

5

6

7

8

9

10

11

12

13

実務経験の有無 : 有



令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

2年 14人 必修 4 前期・後期

実務経験のある

教員等による指導
全30回，60時間

時間

配分
評価の観点

1 1

2 2

3 2

4 2

5 2

6 3

7 3

準

備
8 2

9 2

10 2

11 2

12 2

13 2

14 2

15 1

30

科目名 担当者

応用数学 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態

電気システム科 講義

授業計画

授

業

の

概

要

電気分野に限らず、理論の基礎となる数学

について学び、理論的な思考を構築する。

授業項目 達成目標（修得すべき内容）

行列
行列の基本を理解し、和、差の計算が

できる。

情報先端企業に30有余年勤務し，数理科学の利用技術開発・アーキテクチャへの

応用等のスキルを活かし，数学教育の基礎とその応用事例の指導を実施。
実務経験の有無 : 有

到

達

目

標

ベクトル・行列について、その基本的な意味、

および計算方法について理解し、理論的思

考ができるようにすることを目標とする。

連立1次方程式
行列の応用としての1次方程式を行列

で解くことができる。

ベクトル

特になし
1次変換 1次変換のしくみと目的を理解できる。

行列の積
行列の積の基本的概念を理解し、その

積を求めることができる。

逆行列
行列の積の基本的概念を理解し、その

逆行列を求めることができる。

ベクトルの概念を理解し、その演算がで

きる。

平面のベクトルと図形
ベクトルの成分、直線の表現および法

線、円とベクトルとの関係を理解できる。

空間のベクトルと図形
空間の座標、空間のベクトルの成分、内

積、直線・平面の方程式が理解できる。

留

意

事

項

特になし 1次変換の積、1次変換の

逆変換

1次変換の積および逆変換が理解でき、

計算することができる。

行列式
行列式の定義、性質、展開と積が理解

でき、計算することができる。

教

科

書

『新編高専の数学２』 [第２版・新装

版]

田代嘉宏・難波完爾　著

森北出版株式会社

逆行列と連立一次方程式
逆行列を求めることができ、クラメルの公

式を理解できる。

掃き出し法
連立一次方程式を掃き出し法を使って

解くことができる。

１次従属・1次独立と行列

の階層

ベクトルの１次従属・1次独立を理解で

きる。

行列の固有値と対角化 行列の固有値と対角化を理解出来る。

参

考

書

特になし
まとめ ベクトル、行列、行列式のまとめ

成

績

評

価

基

準

評価方法

合計

授業態度

　　提出物 20% 小テスト、課題

割合（％） 評価のポイント

　　平常点 20%

担当者評価

　　考　査 60% 定期考査

認

定
80点～100点: A，70点～79点: B，60点～69点: C (A～C: 合格)，59点以下: D (不合格)

60点以上 目標合格率 100%



令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

1年 25人 必修 4 前期・後期

実務経験のある

教員等による指導
全30回，60時間

時間

配分
評価の観点

1 1

2 2

3 2

4 2

5 2

6 2

7 3

準

備
8 2

9 2

10 1

11 2

12 4

13 2

14 2

15 1

30

科目名 担当者

数学 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態

電気システム科 講義

授業計画

授

業

の

概

要

・  電気技術者に必要な数学を、その基礎

から応用まで学ぶ。

・　数学が電磁気学、電気回路理論にどの

ように応用されているかを学ぶ。

授業項目 達成目標（修得すべき内容）

分数と合成抵抗計算
直列、並列の抵抗接続、コンデンサ接

続の計算ができる。

情報先端企業に30有余年勤務し，数理科学の利用技術開発・アーキテクチャへの

応用等のスキルを活かし，数学教育の基礎とその応用事例の指導を実施。
実務経験の有無 : 有

到

達

目

標

・　数学の基礎的項目を理解し、それが電

気理論にどのように応用され、計算され、その

結果を求められているか理解し、自らも求め

ることができる。

対数とゲインの計算
対数の計算とゲインの意味および計算が

できる。

式の展開とブリッジの平衡条

件

特になし
行列式の計算とその応用 行列式の理解と計算ができる。

平方根とインピーダンスの

計算
インピーダンスの理解と計算ができる。

指数と単位の換算 指数の計算ができる。

ブリッジの理解と計算ができる。

因数分解と二次方程式 因数分解ができる。

連立1次方程式とキルヒホッ

フの法則

キルヒホッフの法則の原理が理解でき、そ

の計算ができる。

留

意

事

項

特になし 2次方程式とインピーダンスの

計算
インピーダンスの理解と計算ができる。

不等式といろいろな記号 不等式の意味の理解と計算ができる。

ベクトルを理解し、スカラーとの違い等を

説明でき、その計算ができる。

複素数とその計算方法およ

びその応用

複素数の意味を理解でき、その計算が

できる。

電気特に交流においては必須の三角関

数が理解でき、いろいろな計算ができる。

特に重要公式においては、計算だけでは

なく、その原理を理解し、説明できる。

参

考

書

特になし
最小定理とその応用 最小定理が理解でき、応用できる。

教

科

書

『電験3種これだけ数学』 [改訂新版]

石橋千尋　著

株式会社 電気書院

三角関数と交流波形

三角関数の重要公式とその

応用

ベクトルとその応用

合計

授業態度

　　提出物 20% 小テスト、課題

割合（％） 評価のポイント

　　平常点 20%

担当者評価

　　考　査 60% 定期考査

認

定
80点～100点: A，70点～79点: B，60点～69点: C (A～C: 合格)，59点以下: D (不合格)

60点以上 目標合格率 100%

成

績

評

価

基

準

評価方法



令和6年度シラバス

学年 在籍者 必修・選択別 単位数 開講時期

1 25名 必須 4 前期・後期

実務経験のある

教員等による指導
全30回，60時間

時間

配分
評価の観点

1 1

準

備

留

意

事

項

6

25

26

27

7

27

28

29

8 ・　まとめ 30

85% (70%) ・　前期中間・期末試験，後期中間・期末試験成績

・　剛体に働く力

・　圧力

　　平常点　　出席点 15% ・　出席の回数，積極的な受講態度

割合（％） 評価のポイント

・　タイムリーな提出，内容

・　仕組みの理解

・　論理的な思考

・　ノートをとっているか

・　真面目な学習態度

・　前後期のまとめ

・　運動方程式の作り方

・　自由落下運動

・　真上に投げた時の運動

・　摩擦が働くときの運動

・　力

・　運動の第1法則

　　(慣性の法則)

・　運動の第2法則

　　(運動方程式)

・　運動の第3法則

　　(作用反作用の法則)

・　重力とバネの力

4

・　工学的世界理解の端緒となる．

・　絶え間なく進歩する科学技術を理解

できるようになる．

・　単位の重要性が理解できる．

・　電気システム科で学ぶ各種の教科での論

理的思考力が養成される．

科目名 担当者

物理 稲　田　　照　幸　　　　　　　　　　印

開講学科 授業形態

電気システム科 講義

・　年間授業計画・目的の説明

2

授業計画

授業項目

・　直線運動

・  電気技術者に必要な理学の基礎として

の物理学を，特に力学を中心として学ぶ．

・　単に物理学を学ぶというのではなく，その

応用例を含めて考えるプロセスを学ぶ．

・　物理学が実際の応用場面ではどのような

形で利用されるかを具体例で示し，理解さ

せる．

・　電気システム科の基礎科目として，他の

教科への橋渡しとなる基礎的なスキル構築

を目指す．

3

2

3

4

5

6

7

・　速度

・　加速度

・　等加速度直線運動

達成目標

（修得すべき内容）

・　講義概要の理解

・　運動の法則

8

9

10

11

12

13
到

達

目

標

・　平面・空間での運動

授

業

の

概

要

・　いろいろな直線運動

担当者評価

・　特になし．

・　剛体や流体に働く力

5 ・　運動量と力学的エネルギー

19

20

21

22

23

24

・　力積と運動量

・　運動量保存の法則

・　仕事の大きさ

・　運動エネルギー

・　仕事と運動エネルギー

・　位置エネルギー

・　力学的エネルギー保存

の法則

・　特になし．

・　和達三樹監修，小暮陽三編集

『高専の物理』　(第5版)　森北出版，

2018年

・　担当教官作成テキスト

15%

目標合格率 100%

実務経験の有無 : 有

総合評価60点以上を単位取得と認定する．

14

15

16

17

18

　　考　査　　年4回実施の定期試験成績

情報先端企業に30有余年勤務し，数理科学の利用技術開発・アーキテク

チャへの応用等のスキルを活かし，物理学教育の指導を実施。

認

定
80点～100点: A，70点～79点: B，60点～69点: C (A～C: 合格)，59点以下: D (不合格)

参

考

書

・　特になし．

評価方法成

績

評

価

基

準

　　提出物　　担当教官指示のレポート

・　ベクトルとスカラー

・　力・速度・運動方程式

・　運動量・仕事











































 

 

 

 

機械システム科 シラバス 

 

（令和 6年度） 

 

 

 

 

 

 

 

































































 

 

 

 

日本語科 シラバス 
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